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「2009 年５月期 第２四半期連結業績概要」のお知らせ 

 

「平成 21 年５月期 第２四半期決算短信」に関する補足説明の資料として、添付の「2009 年５月

期 第２四半期連結業績概要」をお知らせいたします。 

 

なお、本資料には、当社の現在の計画や業績の見通しなどが含まれております。これら将来の

計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに、当社が計画･予想したものであります。

実際の業績などは、今後の様々な条件・要素によりこの計画などとは異なる場合があり、本資料

はその実現を確約、保証するものではございません。 
また、本資料への公認会計士または監査法人の関与はございません。 
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2009年５月期 第２四半期連結業績概要

20020088年年1212月月1717日日
アスクル株式会社アスクル株式会社

ローコストオペレーションの定着で
収益力強化

- コスト削減に取り組む企業から支持されるソロエルが順調にスタート -

1

ⅠⅠ 現在のステージ現在のステージ

ⅡⅡ 連結業績の概要連結業績の概要と見通しと見通し

ⅢⅢ 今後の施策今後の施策

ⅣⅣ 次世代ビジネスモデル次世代ビジネスモデル
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～01/５期
（カタログビジネスモデルによる高成長）

02～04/５期
（基盤の磨き込み）

（億円）

売上高 ：棒グラフ（左目盛）
営業利益：折線（右目盛）

大きな飛躍のための設備投資と継続的なコスト構造改革を推進中

ｵﾌｨｽ･ﾃﾞﾎﾟ (96/５月)
ｵﾌｨｽ･ﾏｯｸｽ(97/11月)

（注） 97/５期までのデータは、プラス㈱

アスクル事業部としてのものであり、

公認会計士または監査法人による

関与はありません。

（億円）

外資大手
日本進出

07～09/５期
（次世代ビジネス
モデルへの変革）

05～06/５期
（持続的成長）

コクヨ (00/10月)

大塚商会 ｱｽｸﾙｱﾘｰﾅ等
企業一括電子
購買システム

文具ﾒｰｶｰ
最大手参入

事務機大手
本格参入

ソロエル
稼動開始（08/04）
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先行投資
先行優位性

確立のための
先行投資

10/５期～
（大きな飛躍）

ソロエル
黒字化

既存＋ソロエル
相乗効果による

売上拡大

Ⅰ．現在のステージ

除く、
アスクルアリーナ等
売上高

アスクルアリーナ等
売上高

09/５期 （事業年度）

08/５期本決算開示資料抜粋

売上高、営業利益の推移と今後の計画
前回迄の振返り
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09/５期（計画）
81.0億円

08/５期（実績）
97.2億円

（億円）
次世代ビジネスモデルへの先行投資を優先

売
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に
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る
利
益
増

販
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費
比
率
上
昇
に
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う
費
用
の
増
加

※増販による変動費増分含む。

＋26.9 △1.1 △21.1

△20.9

Web革命
価格改定

新PB

売
上
総
利
益
率
低
下

に
よ
る
利
益
減

コスト
構造改革

売上増加のための
プロモーション費用 約５億円

ソロエル他
先行投資 約19億円
（前期実績 約７億円）

差額約13億円

09/５期 連結営業利益見通しの増減要因 08/５期本決算開示資料抜粋

前回迄の振返り

売
上
増
加
に
伴
う

費
用
の
増
加
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ⅠⅠ 現在のステージ現在のステージ

ⅡⅡ 連結業績の概要と見通し連結業績の概要と見通し

ⅢⅢ 今後の施策今後の施策

ⅣⅣ 次世代ビジネスモデル次世代ビジネスモデル
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△19.1

△18.2

△19.3

+4.1

△0.6

+3.4

前期比
（％）

+8.0

+2.8

+1.5

△6.2

△5.0

△2.0

計画比
（％）

2.0

3.8

3.8

19.4

23.1

100.0

売上比
（％）

1,955

3,678

3,603

18,589

22,192

95,936

実績
（百万円）

1.8

3.7

3.6

20.2

23.9

100.0

計 画
売上比
（％）

1,810

3,580

3,550

19,807

23,357

97,858

計画
（百万円）

09/５期 第２四半期

（６ヶ月累計）

2.62,415当期純利益

4.84,495経常利益

4.84,465営業利益

19.217,854販管費

24.122,319売上総利益

100.092,793売上高

売上比
（％）

実績
（百万円）

08/５期 第２四半期

（６ヶ月累計）

第２四半期（６ヶ月累計） 連結業績の概要

・景気悪化の状況においても増収を確保。
・売上総利益率は、販売価格改定等の新施策により復調の兆し。
・安定的なローコストオペレーションの実現により、計画を上回る利益を確保。
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08/５期第２四半期累計（実績）
営業利益 44.6億円

売上増による利益増
＋12.1億円

売上総利益率減による利益減
△1.8億円

次世代ビジネスモデルへの先行投資を優先

09/５期第２四半期累計（計画）
営業利益 35.5億万円

販管費増による利益減
△19.5億円

１． 売上増による利益増 ＋12.1億円
アスクルアリーナの売上増

OA・PC用品、オフィス生活用品の売上増

２．売上総利益率低下による利益減 △1.8億円
08/５期２Q累計（実績） 24.1％ ⇒ 09/５期累計２Q（計画） 23.9％

（１）仕入価格の高騰
（２）景気悪化を想定した粗利の高い家具の売上構

成比率低下 直し及び拡充

３． 販管費増による利益減 △19.5億円
（１）償却費等の次世代ビジネスモデル関連費用に

よる利益減
（２）プロモーションのための販売促進費
（３）売上高増加に伴う費用の増加

合計 △9.１億円

【当期計画】
08/５期２Q累計（実績） vs 09/５期２Q累計（計画）

連結営業利益の主な増減要因①
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60 【当期実績】
09/５期２Q累計（計画） vs 09/５期２Q累計（実績）

１. 売上減による利益減 △4.5億円

景気の悪化
前下期よりの販売政策により売上高 前年同期比
+3.4％を確保

２．売上総利益率の未達による利益減 △7.0億円

（１）想定以上に厳しい仕入価格上昇
⇒販売価格見直し（10月１日より一部値上）

（２）プロモーション費用（販売促進）*

３. 販管費減少による利益増 ＋12.1億円
（+10.1億円*）

主に継続的なコスト構造改革の推進
・売上計画未達分変動費減による利益増含む。

*プロモーション費用は、期首計画では販管費で計上しておりました
が、売上原価にて処理を行っているため販管費減少による利益増は
＋10.1億円となります。

合計 ＋0.5億円

販管費減による利益増
+12.1億円

09/５期第２四半期累計（実績）
営業利益 36.0億円

09/５期第２四半期累計（計画）
営業利益 35.5億円

売上減による利益減
△4.5億円

売上総利益率低下による利益減
△7.0億円

コスト構造改革により仕入価格の高騰を吸収
（億円）

先行投資（ソロエル他）営業損益ベース
期首年間予算 約△19億円
第２四半期累計実績 約△8億円

連結営業利益の主な増減要因②
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08/5期

06/5期

07/5期

単位:月度

単位:億円

09/5期

単体単体

４６０億円
前１Ｑ比 +4.0％

３Q ４Q

稼
動
日
数

稼
動
日
数

09/09/５５期期

08/508/5期期

7788

7788

7575

7575

7272

7272

7171

7272
前年上期比前年上期比 +10.1+10.1％％ 前年下期比前年下期比 +5.4+5.4％％

7777 7575 7733 7711
前年上期比前年上期比 +8.5+8.5％％ 前年下期比前年下期比 +9.6+9.6％％

07/507/5期期

４９５億円
前２Ｑ比 +2.7％

前前年同年同期比期比（６ヶ月累計）（６ヶ月累計） ++3.3%3.3%

連結業績の主なポイント １．売上高

9

単体単体 購入お客様数・単価の推移
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単位:月度

前１Ｑ比
△1.8％ ３Q ４Q

08/5期

07/5期

09/5期

前２Ｑ比
△2.2％

前前年同年同期比期比（６ヶ月累計）（６ヶ月累計） △△2.0%2.0%

購入お客様単価の推移

06/5期

75

100

125
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6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

前１Ｑ比
+5.9％

08/5期

07/5期

09/5期

３Q ４Q
前２Ｑ比
+5.0％

前前年同年同期比期比（６ヶ月累計）（６ヶ月累計） ++5.4%5.4%

購入お客様数の推移

単位:月度

＊05/６月度を100として指数化しております。

景気悪化の中、お客様単価は減少傾向で推移しているが、
お客様数は堅調に推移している。

06/5期
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中堅企業中堅企業

大手企業大手企業

中小事業所中小事業所

SOLOEL
e-Pro

ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

ｱﾘｰﾅｱﾘｰﾅ

ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

ｼｮｯﾌﾟｼｮｯﾌﾟ

ぽぽちっとちっと
ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

個個 人人

次世代ビジネスモデル「ソロエル」のお客様基盤となる次世代ビジネスモデル「ソロエル」のお客様基盤となる
中堅・大企業の中堅・大企業の売上高・売上高・契約企業数契約企業数はは堅調堅調に推移に推移

次世代ビジネスモデルのお客様基盤となるアスクルアリーナ

1,171

2,733

5,657

8,323

10,328

11,739
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5,000

10,000

04/５月 05/５月 06/５月 07/５月 08/５月 08/11月

0

100

200

300

04/５期 05/５期 06/５期 07/５期 08/５期 09/５期

第３・４四半期（下期）

第１・２四半期（上期）

アスクルアリーナ等売上金額の推移

アスクルアリーナ累計ご登録企業数の推移

（億円）

（社）

42.1

17.2

85.6

35.9

149.4

64.9

224.8

101.3

297.9

140.3

168.7

11

連結業績の主なポイント

２. 売上総利益率 23.1%
計画差 △0.8%ポイント 前期差 △1.0%ポイント

＜四半期ごとの売上総利益率の推移＞
１Ｑ：22.9% ２Ｑ：23.3%

＜主なポイント＞
10月1日実施の価格改定で、競合他社に対する価格優位性を
確保すると共に、売上総利益率は期首時点で策定した下期計画
に向け復調の兆し。
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・景況感の影響を受けやすい耐久財項目（オフィス家具）は前年割れ
・一方、消耗財項目はオフィス生活用品を中心に競争力を維持し高成長
・販売価格改定（10月１日実施）等の施策により粗利率に復調の兆し

品目別売上高、粗利率（連結）

６ヶ月累計第２四半期第１四半期

49,747

4,401

45,346

2,689

9,219

11,715

21,722

金額
（百万円）

23.3

29.7

22.7

19.0

27.5

25.8

19.4

粗利率
（％）

22.9

29.4

22.3

16.8

27.1

25.9

18.8

粗利率
（％）

46,188

4,368

41,820

2,102

8,954

10,679

20,084

金額
（百万円）

27.221,775+2.825.822,394事務用品

24.192,793+3.423.195,936合計

26.710,359△15.329.58,770オフィス家具

23.782,432+5.722.587,166小計

25.14,118+16.318.04,791その他

29.116,453+10.527.318,173
オフィス生活
用品

19.540,085+4.319.141,806ＯＡ・ＰＣ用品

粗利率
（％）

金額
（百万円）

前年同期比
（％）

粗利率
（％）

金額
（百万円）

08/５期第２四半期
（６ヶ月累計）

09/５期

13

３. 販管費 売上高販管費比率 19.4%
計画差 △0.9%ポイント 前期差 +0.1%ポイント

＜四半期ごとの売上高販管費比率の推移＞
１Ｑ：19.2% ２Ｑ：19.5%

＜第２四半期（６ヶ月累計）の主な減少のポイント＞
計画差 △12.1億円（△10.1億円*）

・売上計画未達分変動費減による利益増含む。

継続的なコスト構造改革の推進による安定的なローコストオペレーション

・業務委託費、配送費、消耗品費等、多くの科目で減少

* プロモーション費用は、期首計画では販管費で計上しておりましたが、売上高の
減額にて処理を行っているため、計画差は△10.1億円となります。

【参考】

貸倒引当金繰入額の減少 前年差 △2.0億円

販売推進引当金繰入額（ポイント還元制度） 前年差 △1.8億円
＊ポイント還元制度（スイートポイント）の継続的な運用見直しによるコスト減

連結業績の主なポイント
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継続的なコスト構造改革

コスト構造改革および
全社員による日常経費の削減（無駄バスターズ）
2007年5月期より次世代ビジネス構築とあわせてスタート

【現在まで進めてきたコスト構造改革の主な案件】

・請求書関係電子化

・配送運賃、業務委託費等物流関連

（物流QC活動・配送小口数の改善）

・通信・社屋管理費用

・カタログ（カタログ制作関連費用等）

・その他無駄バスターズに係る全般項目

0%

25%

50%

75%

100%

125%

150%

06/５上期 07/５上期 08/５上期 09/５上期

会議費 旅費交通費 通信費 消耗品費 清掃警備費

PDCAを通して、これら案件のさらなる効果を目指すと共に、返品
関連等を始めとする新たな案件への取り組みを推進しております。

主に無駄バスターズに関わる売上高販管費比率の推移

（注）06/５期 第１･２四半期（上期）累計実績を100としています。

15

４. 特別損失
【主な内訳】

・倉庫集約のための解約金・原状回復費用

５. 設備投資 ほぼ予定通り

【主な内訳】
・業務統合システム
・ソロエル（中堅企業向けモデルの開発他)

（参考）

減価償却費＋ソフトウェア償却費 13.4億円（前年同期差 +3.4億円）

（年間計画 29億円）

17億円
（年間計画 63億円）

7.0億円
4.5億円

0.9億円

0.8億円

連結業績の主なポイント
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連結業績の見通し

△19.82.04,000△19.82.04,0002.64,987当期純利益

△16.44.18,200△16.44.18,2005.29,810経常利益

△16.74.08,100△16.74.08,1005.19,729営業利益

+11.819.939,966+11.819.939,96618.935,757販管費

+5.723.948,066+5.723.948,06624.045,486売上総利益

+5.9100.0200,913+5.9100.0200,913100.0189,686売上高

前期比
（％）

売上比
（％）

金額
（百万円）

前期比
（％）

売上比
（％）

金額
（百万円）

売上比
（％）

金額
（百万円）

09/５期（今回予想）09/５期（期首予想）08/５期（実績）

通 期

景気後退局面の中、お客様からご要望の高まっている、次世代ビジネスモデルへの投
資は引き続き行いつつ、売上総利益率の向上とコスト構造改革を推し進め、利益の確保
を図ってまいります。通期の見通しは、2008年７月２日公表の連結業績予測から変更は
ありません。

17

ⅠⅠ 現在のステージ現在のステージ

ⅡⅡ 連結業績の概要と見通し連結業績の概要と見通し

ⅢⅢ 今後の施策今後の施策

ⅣⅣ 次世代ビジネスモデル次世代ビジネスモデル
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今後の施策

（１）環境配慮と総コスト低減

（２）インターネットの進化
・中堅・大企業向けアスクルアリーナの継続推進

・インターネット専用商材の拡大、販売方法の更なる進化

・中小事業所向けECサイト「インターネットショップ」の改善

・アスクルお仕事サポート
庶務・総務系業務支援サービスの充実

・オフィス家具「みんなの仕事場」
コミュニティサイトでの情報提供強化・新たな展開

・マーケティングサイクルの短縮

19

無駄な商品輸送排除によるCO2排出、コスト削減
（北海道内で販売するコピー用紙の一部）

海外生産品から国内生産品に変更。製紙
会社の北海道内の工場にて生産し、仙台
物流センターへ転送・保管後、北海道のお
客様にお届けしていました。

海外生産のコピー用紙の一部は、東京で
荷受・通関、仙台物流センターへ転送・保
管後、北海道のお客様へお届けしていまし
た。

製紙会社の北海道内の工場近くの倉庫か
ら北海道のお客様へお届けすることにより
エコ配送を実現。これにより北海道⇔本州
の往復分輸送コスト削減および仕入価格
の低減。

改 善
（08/12月より実施）

海外の工場からコンテナ船で輸入

生産工場を
国内（北海道）

に変更

総コスト低減とCO2排出量の低減を実現

（１）環境配慮と総コスト低減①
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・多くのお客様から支持されるアスクルだからこそできる調達

大量仕入、生産効率の向上・材質等の創意工夫による仕入価格の低減

その他の施策
・海外工場製品のコンテナ直納品に代表される仕入中間物流削減
の検討・推進

・原材料価格の下落・円高環境を背景に仕入価格の見直し

半透明ゴミ袋の材質を変更するこ
とにより、原材料となるポリエチレ
ンを25％削減
（発売後３ヶ月で、約48トン削減）
（当社推定）

（１）環境配慮と総コスト低減②

0

50

100

150

200

250

従来品の場合 新製品

約48トン削減

（トン）

21

0%

20%

40%

60%

04/11月 05/11月 06/11月 07/11月 08/11月

１．全社で取組んでいるウェブビジネス
が、順調に拡大しています。

２．インターネットへのシフトを促進する
ことで、新たなお客様層への拡大と
新たな商品の売り方を、さらに進化
させていきます。

３．ウェブ型オペレーションを構築し、更
なる効率化を目指します。

インターネット売上高比率の推移
08/11月度の単体実績は、56.9％

（２）インターネットの進化



09年5月期第２四半期連結業績概要（08.12.17）

Copyright(c) 2008 ASKUL Corporation. All rights reserved. 12

22

オフィス用品
・事務用品

・オフィス家具
・オフィス生活雑貨etc

オフィス向け
業務支援サービス

・出張手配
・飲食店検索

・慶弔関連手配
etc

+

オフィスのトータルサポート
旅行関連会社様

飲食店検索
サイト企業様

生花関連会社様

会議弁当・
出前検索サイト企業様急に出張が

決まった！

急に出張が

決まった！

歓送迎会の

お店探さな
きゃ！

歓送迎会の

お店探さな
きゃ！

開業のお祝
いの花を手
配しなくて

は！

開業のお祝
いの花を手
配しなくて

は！
ＥＴＣ・・・

アスクル・インターネットショップ内「アスクルお仕事サポート」は
庶務・総務系担当者の業務支援サービスを中心に提供してまいります。

アスクルお仕事サポート① 08/５期本決算開示資料抜粋

前回迄の振返り

23

アスクルお仕事サポート②
◆オフィスの宴会グルメ検索(㈱リクルート)

◆オフィスの出前・修理手配ナビ（夢の街創造委員会㈱）

◆国内航空券検索（㈱Valcom）

◆オフィスの出張サポート
（㈱リクルート、㈱Valcom、㈱旅キャピタル）
国内出張（国内航空券、国内ホテル）
海外出張（海外航空券、海外ホテル）

◆オフィスのフラワーサポート（㈱ディノス）

◆オフィスの教えてQ&A（㈱オウケイウェイヴ）

◆オフィスの出張サポート 高速バス
（WILLER TRAVEL㈱）

◆オフィスの便利サポート
・ホームページ制作(日本ＰＣサービス㈱)
・電子カタログ（日本ＰＣサービス㈱）
・データ復旧（ロジテック㈱）
・清掃サービス（長谷川興産㈱）
・コピー機レンタル仲介（シャープオフィスレンタル㈱）

3月10日

5月16日

6月25日

9月4日

10月10日

11月12日

第2四半期 6サービス追加 計14サービスに第2四半期 6サービス追加 計14サービスに
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オフィス画像の
コミュニティー

まずはご利用者に
最大限満足いただける

コミュニティーを目指す！

新たなオフィスイメージの
拡大

新たなオフィスイメージの
拡大

新たなオフィス提供の
ビジネスチャンス！

新たなオフィス提供の
ビジネスチャンス！

オフィス家具購入を検討されているお客様のニーズ
「事例が見てみたい！」

「コーディネート例が見てみたい！」

・ビジネスチャンス
・マーケットニーズの確保

・ビジネスチャンス
・マーケットニーズの確保

人材派遣会社人材派遣会社

今後の展開
・広告・アフィリエイト収入
・クリエイターとのネットワー

クづくり

今後の展開
・広告・アフィリエイト収入
・クリエイターとのネットワー

クづくり

より詳細な
マーケット
ニーズの

取得

より詳細な
マーケット
ニーズの

取得

より効果的
なWEB
販促

より効果的
なWEB
販促

新商品開発新商品開発

建築設計デザイン会社
クリエイター
オフィス家具メーカー
不動産仲介業

一般企業
経営者
一般社員

新サービス開発新サービス開発

オフィス画像投稿型コミュニティ「みんなの仕事場」開設

学生・求職者学生・求職者

・企業PR
・人材確保
・デザイナーとの出会い

2008年12月10日オープン

25

オフィス画像投稿型コミュニティ

「みんなの仕事場」（動画サンプル）
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カタログでは、ど
のようなキャッチ
コピーがいいです

かね？

カタログでは、ど
のようなキャッチ
コピーがいいです

かね？

半期一回の

サイクル

紙面の制約があ
るので、このあた
りの商品は、、、

紙面の制約があ
るので、このあた
りの商品は、、、

初校、再校1,2,3、念校,,,,初校、再校1,2,3、念校,,,,
統合商品データベース統合商品データベース

全ての商品情報を
入れてください！
リアルタイムで

ご使用になりたい
情報を、ご自由に
ご使用ください

パラダイム
シフト

パラダイム
シフト

SRMシステムの概要

サプライヤ

どの商品をカ
タログで販売
しましょうか？

どの商品をカ
タログで販売
しましょうか？

「商品情報のサイクルを年２回のカタログ前提でのサイクル（商談）から
ウェブをベースとした通年型サイクルへ変革する。

08/５期本決算開示資料改訂

前回迄の振返り

27

物流戦略とIT戦略

ITを活用して、お客様とｻﾌﾟﾗｲﾔをつなぎ、両者にとって効率的・ﾛｰｺｽﾄな運営が可能となる流通ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

第三世代
(2006年～)
第三世代
(2006年～)

次世代ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの対応次世代ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの対応

基盤の磨きこみ
(2002年～2004年5月)

基盤の磨きこみ
(2002年～2004年5月)

ｶﾀﾛｸﾞﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ
による高成長期
(～2001年5月)

ｶﾀﾛｸﾞﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ
による高成長期
(～2001年5月)

全社
戦略

次世代ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙへの変革
(2006年6月～)

次世代ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙへの変革
(2006年6月～)

旧大阪

(98)

持続的成長
(2005年～
2006年5月)

持続的成長
(2005年～
2006年5月)

物流
戦略

旧東京

(99)
仙台
福岡

(00)

横浜

(01)
東京

(02)
名古屋

(04)
大阪
(06)

仙台
(07)

（e –プラットフォーム と今後の方向性)

第一世代
(～2001年)
第一世代
(～2001年)

ﾈｯﾄ受注

(97年)
旧CRM
ｼｽﾃﾑ

(98年)

新Webｻｲﾄ
ｱｽｸﾙｱﾘｰﾅ

(01年)

ﾏﾃﾊﾝ
物流業務機械化

ｼｽﾃﾑ (98年)

SYNCHROMART

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ情報
共有ｼｽﾃﾑ

(02年)
SYNCHROAGENT

営業支援ｼｽﾃﾑ

(04年)

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙを
支えるIT基盤の整備

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙを
支えるIT基盤の整備

IT戦略（ e -ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ）

変遷

ｷｰﾜｰﾄﾞ

第二世代
(2002年～2006年)

第二世代
(2002年～2006年)

大ｱｽｸﾙ共同作業基盤

e -ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの構築

大ｱｽｸﾙ共同作業基盤

e -ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの構築

SYNCHROSMILE

CRMｼｽﾃﾑ

(06年)

ｱｽｸﾙｱﾘｰﾅ
機能強化

(03年)

SYNCHROCARGO

配送状況共有ｼｽﾃﾑ

(06年)

需要予測・ﾃﾞｰﾀ分析
ｼｽﾃﾑ Matrix

(01年)

・ソロエル
（間接材一括購買ｼｽﾃﾑ）

・ＳＲＭシステム
（旧新調達・
サプライチェーン）

・ぽちっとアスクル
（個人向け購買ｻｲﾄ）

09/5期

業
務
統
合
シ
ス
テ
ム

*

*

08/５期本決算開示資料改訂
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ⅠⅠ 現在のステージ現在のステージ

ⅡⅡ 連結業績の概要と見通し連結業績の概要と見通し

ⅢⅢ 今後の施策今後の施策

ⅣⅣ 次世代ビジネスモデル次世代ビジネスモデル
・ソロエル(間接材一括購買システム)
・上海愛速客楽(上海での販売事業)
・ぽちっとアスクル(SOHO、個人向け購買サイト)

29

ソロエル

間接材一括購買システムは順調に稼動開始

“企業の間接材電子購買におけるデファクトスタンダードとなり
お客様の競争力強化に貢献する”

Simple solution for excellence

お客様購買代理人の立場で全て「そろえる」
一括購買・共同購買・購買管理をリードする
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事務消耗品

○文房具/オフィス用品
○トナー
○用紙類

事務備品

○オフィス家具
○事務所備品

OA

○事務機器
○コピー機

（含むコピー利用料）

コンピュータ
ハードウェア

○PC・周辺機器
○サーバ

コンピュータ
ソフトウェア

○カスタムソフト
○一般ソフト

情報
システム

○システム開発・運用
○システム利用料

印刷物

○印章
○帳票
○名刺
○その他印刷物

広告・
マーケティング

○イベント
○販促ツール
○広告制作・掲載
○展示モデル・サンプル
○販促品・サービス

リース・
レンタル

○自動車
○測定機器

運送

○運送
○倉庫
○通関

研究材料

○研究材料
○試作

副資材

○副資材

包装・
梱包材

○包装・梱包材

書籍

○書籍
○雑誌

業務委託

○開発製造委託
○総務/人事/

その他事務委託

人材派遣

○一般派遣
○技術派遣

設備

○開発/生産/検査設備
○計測器

専門
サービス

○法務/会計監査
○調査/ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ
○教育/情報サービス
○翻訳/通訳
○人材紹介
○工事

ビジネス
サポート

○ビル管理
○安全・衛生
○給食
○警備
○自販機管理
○植栽
○清掃
○廃棄物処理

保険

○各種保険

通信

○固定電話
○携帯電話
○その他通信ｻｰﾋﾞｽ

ﾕｰﾃｨﾘﾃｨー

○電気 ○ガス
○水道 ○燃料

不動産賃借

○事務所/営業所
○社宅

旅行

○チケット
○宿泊、会場

工具

○工具類
○塗料

理化学

○実験器具
○理化学機器
○クリーンルーム用品

事務・

総務用品等

事務・

総務用品等

ハード・ソフト、

工具・理化学等

ハード・ソフト、

工具・理化学等

製造・

研究関連等

製造・

研究関連等

人材派遣・

業務委託・

広告等

人材派遣・

業務委託・

広告等

システム、

通信、旅行、

保険等

システム、

通信、旅行、

保険等

その他その他

フル
対応可

今後
対応予定

見積り機能
等で対応可凡例

08/５期本決算開示資料抜粋

前回迄の振返り

１．ソロエルとは？ - 間接材(副資材)とは？

31

事務消耗品

○文房具/オフィス用品
○トナー
○用紙類

事務備品

○オフィス家具
○事務所備品

OA

○事務機器
○コピー機

（含むコピー利用料）

コンピュータ
ハードウェア

○PC・周辺機器
○サーバ

コンピュータ
ソフトウェア

○カスタムソフト
○一般ソフト

情報
システム

○システム開発・運用
○システム利用料

印刷物

○印章
○帳票
○名刺
○その他印刷物

広告・
マーケティング

○イベント
○販促ツール
○広告制作・掲載
○展示モデル・サンプル
○販促品・サービス

リース・
レンタル

○自動車
○測定機器

運送

○運送
○倉庫
○通関

研究材料

○研究材料
○試作

副資材

○副資材

包装・
梱包材

○包装・梱包材

書籍

○書籍
○雑誌

業務委託

○開発製造委託
○総務/人事/

その他事務委託

人材派遣

○一般派遣
○技術派遣

設備

○開発/生産/検査設備
○計測器

専門
サービス

○法務/会計監査
○調査/ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ
○教育/情報サービス
○翻訳/通訳
○人材紹介
○工事

ビジネス
サポート

○ビル管理
○安全・衛生
○給食
○警備
○自販機管理
○植栽
○清掃
○廃棄物処理

保険

○各種保険

通信

○固定電話
○携帯電話
○その他通信ｻｰﾋﾞｽ

ﾕｰﾃｨﾘﾃｨー

○電気 ○ガス
○水道 ○燃料

不動産賃借

○事務所/営業所
○社宅

旅行

○チケット
○宿泊、会場

工具

○工具類
○塗料

理化学

○実験器具
○理化学機器
○クリーンルーム用品

事務・

総務用品等

事務・

総務用品等

ハード・ソフト、

工具・理化学等

ハード・ソフト、

工具・理化学等

製造・

研究関連等

製造・

研究関連等

人材派遣・

業務委託・

広告等

人材派遣・

業務委託・

広告等

システム、

通信、旅行、

保険等

システム、

通信、旅行、

保険等

その他その他

フル
対応可

今後
対応予定

見積り機能
等で対応可凡例30兆円超の間接材市場へのチャレンジ

15兆円 17兆円

30兆円超の間接材市場へのチャレンジ

08/５期本決算開示資料改訂

前回迄の振返り

１．ソロエルとは？ - 間接材(副資材)とは？
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間接材購買の「見える化」により企業価値向上・コスト減・
プロセス革新が実現！

アスクル
ARENA

アスクル

文
房
具

○○
システム

Ｏ
Ａ
機
器

消
耗
品

FAX等での
直接発注

これまでの購買これまでの購買 ソロエル購買サービスソロエル購買サービス

本社 B事業所A事業所 工場

サプライヤA社

工
場
資
材

工
具

設
備

サプライヤB社

店
舗
資
材

印
刷
物

梱
包
資
材

サプライヤC社

理
化
学
品

設
備

研
究
材
料

アスクル

文
房
具

Ｏ
Ａ
機
器

消
耗
品

サプライヤA社

工
場
資
材

工
具

設
備

サプライヤB社

店
舗
資
材

印
刷
物

梱
包
資
材

サプライヤC社

理
化
学
品

設
備

研
究
材
料

本社 B事業所A事業所 工場

エコ配送・CSR調達

08/５期本決算開示資料改訂

前回迄の振返り

１．ソロエルとは？ - 見える化の実現

33

文房具

理化学品

工場系用具

販促品

他

直接材 間接材

間接材は数多くあり、ソロエルで「見える化」していきます間接材は数多くあり、ソロエルで「見える化」していきます

スターチ

水

他

麦芽

コーン

大麦

08/５期本決算開示資料抜粋

前回迄の振返り

１．ソロエルとは？ - アサヒビール様間接材イメージ
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34

サプライヤ A社

サプライヤ B社

サプライヤ C社

お客様
システム

購買改革コンサルティング

購買業務代行サービス

プロキュアメント業務

ソーシング業務

「ソロエル（SOLOEL）」はお客様の購買代理人として機能
し、間接材購買を最適化するサービスです。

08/５期本決算開示資料改訂

前回迄の振返り

１．ソロエルとは？

35

見える化、最適化、標準化、共同化

CSR 環境価格品質

・・・・・・お客様 A社 お客様 B社 お客様 C社

サプライヤ A社 サプライヤ B社 サプライヤ C社 ・・・・・・

電子篩

ハード・ソフト、工具・理化学等ハード・ソフト、工具・理化学等

製造・研究関連等製造・研究関連等

事務・総務用品等事務・総務用品等

システム、通信システム、通信

人材派遣・業務委託・広告等人材派遣・業務委託・広告等

旅行、保険等旅行、保険等

でんしふるい

１．ソロエルとは？ - 間接材購買の「次世代インフラ」を目指します
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STRATEGIC-SOLUTION SEMINAR 2008
「企業競争力強化～環境経営とコスト削減～」

目 的 ： ソロエルの目指す「間接材購買一括サービス」をご理解いただくと
共に先進企業の取組みについてご紹介する

日 付 ： 2008年10月29日(水）
場 所 ： 丸ビルホール（丸ビル７階）

１．アサヒビールグループの継続的な収益構造改革の取組み
～ 間接材購入における「ソロエル」導入事例 ～
アサヒビール株式会社 代表取締役会長 兼 CEO 池田 弘一 様

２．企業価値長期的最大化経営とそれに連動した事業プロセス革新
オムロン株式会社 執行役員常務 樋口 英雄 様

３．パネルディスカッション「企業競争力強化～環境経営とコスト削減～」
アサヒビール株式会社 池田 弘一 様
オムロン株式会社 樋口 英雄 様
東京大学工学系大学院教授 宮田 秀明 様
日経情報ストラテジー編集長 多田 和市 様
アスクル株式会社 代表取締役社長 兼 CEO 岩田 彰一郎

参加者：１１３名 （企業数：７３社）
経営者:47名、経営企画部門長: 13名、購買部門長: 20名 他

前回迄の振返り

２．ソロエルの進捗状況①

37

アサヒビールグループ様に引き続き

オムロン株式会社様
ソロエルご導入を決定いたしました。

産経新聞 2008年11月３日朝刊

アスクルの備品外注サービス オムロンも年初導入

２．ソロエルの進捗状況②
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0

10

20

30

40

設問：今後の弊社からの情報提供やソロエ
ルの詳しいご説明について（複数回答可）

ソロエルの詳しい説明
（効果／機能／費用等）
を聞きたい

今後もセミナーやお客様
事例などの情報が欲しい

既に他のシステムを利用してい
るが、その上でソロエルがどのよ
うに活用できるか知りたい

35

23

18

12

（単位：社）

アサヒビール様・
オムロン様の具体的
な導入／活動内容等
を聞きたい

設問：本日のセミナーに関してのご意見等
ございましたらコメントよろしくお願いします。

（抜粋）

弊社は複数社からの購買を基本としていますが、ソ
ロエルシステムが有効に利用できるか確認したい。

オムロン社の間接材を見える化することで、集約・コ
ストダウンが図れるというお考えに共感した。池田様、
樋口様はじめ経営トップのお話が身近に聞くことが
できて勉強になった。

アサヒビール社・オムロン社の事例とも大変参考に
なりました。特にオムロン社の取組は経営資源全般
の視点でのコストの可視化をすすめていく大きな取
組と考えます。私たちもぜひ参考にしていきたいと
考えています。

経営者の視点、現場の最高責任者の視点、それぞ
れの目線からお話を伺うことができ自身の視野も広
くなりました。思っていたよりもソロエルは適用範囲
が大きいように思われ、真剣に検討したいと思いま
す。

当社はカテゴリー別の集中購買を部分的にしている
のみで、購買全体を戦略的にマネジメントする仕組
みには大変興味を持った。今後引き続き検討して行
きたい。

２．ソロエルの進捗状況 - セミナーアンケート結果

39

集約型

付 加 価 値 提 供 型

共同購買／機能見直し型

サ ー ビ ス 提 供 型

物流 / 請求などソロエルが集約することによ

り、無駄の削減/CO2削減/コスト削減に貢献

(エコ物流、一括請求他)

サプライヤ販売機会の創出 / 販売管理

費削減への貢献

商材の機能や購買方法(数量 / タイミング他)を

見直すことによる大幅なコスト削減への

貢献

お客様 サプライヤ

仕 入売 上
粗利 Ｘ％

お客様
システム利用料

業務代行料

システム利用に
伴う課金

購買業務の委託
請負に伴う課金

実施前

１００

実施後

７０

実施後ｻｰﾋﾞｽ財総
額のＸ％を手数料と
してＹ年間課金

Ｘ％

お客様 サプライヤ

発 注 受 注

物 流

商流通過手数料
Ｘ％、広告他

物販差益だけでなく、幾つかの新たな収益構造で構成物販差益だけでなく、幾つかの新たな収益構造で構成

08/５期本決算開示資料抜粋

前回迄の振返り

３．ソロエルの今後の計画 - 収益パターン
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2013年５月期目標
通過額 : １兆円超
売上高 : 1,000億円超
累計5,000社超の稼動を計画
営業利益率 :会社の中期的目標の７％以上

2013年５月期目標
通過額 : １兆円超
売上高 : 1,000億円超
累計5,000社超の稼動を計画
営業利益率 :会社の中期的目標の７％以上

2011年５月期目標
「ソロエル」 累計約1,000社への導入計画
営業利益 黒字化見込み

2011年５月期目標
「ソロエル」 累計約1,000社への導入計画
営業利益 黒字化見込み

2009年５月期目標
2009年５月期中に累計４企業グループ 95社（当初計画
80社）のお客様に導入、予定通りの進捗状況
現在、アサヒビールグループ様とオムロングループ様が
導入
営業利益 △14.4億円見込み

2009年５月期目標
2009年５月期中に累計４企業グループ 95社（当初計画
80社）のお客様に導入、予定通りの進捗状況
現在、アサヒビールグループ様とオムロングループ様が
導入
営業利益 △14.4億円見込み

アサヒビール
グループ様

グループ内の
見える化から最適化

企業内購買の見える化

○○社
+グループ様

オムロン
グループ様

企業グループを
またがる

共同購買／標準化

○○社
+グループ様

5,000社以上の
ネットワークによる

ベンチマーク企業にとってもっとも
信頼される間接材購買
「ソロエル（SOLOEL）」

2010年５月期目標
「ソロエル」の本格展開開始 累計約300社への導入計
画 (中堅企業向けモデル含む)
共同購買推進
営業利益 △11.7億円見込み

2010年５月期目標
「ソロエル」の本格展開開始 累計約300社への導入計
画 (中堅企業向けモデル含む)
共同購買推進
営業利益 △11.7億円見込み

アサヒビール
グループ様

アサヒビール
グループ様

オムロン
グループ様

アサヒビール様

３．ソロエルの今後の計画 – まとめ

41

アスクルの今後の方向性
厳しい経済環境を乗り越えようとする

中堅・大企業をバックアップするソロエル

お客様のニーズを捉え解決策を提示することで
アスクル自身も大きく拡大していきます

アスクルは、

お客様、社会が求める

ローコストで、環境負荷の少ない

オープンでフェアなプラットフォーム

次世代社会インフラを

創造していきます。
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43

《付録》

① インターネット売上高比率

② オリジナル商品

46.5％△3.1％ポイント43.4％上 記 以 外

53.5％＋3.1％ポイント56.6％インターネット経由

2008/５期
第２四半期

（６ヶ月累計）
前期差

2009/５期
第２四半期

（６ヶ月累計）

11.8％△0.2％ポイント11.6％売 上 高 構 成 比

31,500＋1,84333,343カタログ掲載商品数

2,916＋3033,219オ リ ジ ナ ル 商 品 数

2008/５期 11月度前期差2009/５期 11月度

（注１） 売上高比率は、受注ベースで記載しております。
（注２） 各期第２四半期（６ヶ月累計）の単体実績を記載しております。

（注１） 各期11月度の単月・単体実績を記載しております。
（注２） 売上高構成比には、オリジナル・コピーペーパーは含まれておりません。
（注３） 各数値には、メディカル＆ケアカタログ、メディカルプロカタログ、家具カタログ掲載品を含みます。

（単位：SKU）
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（訂正）
・「2008年５月期 連結業績概要」のお知らせ （開示日：2008年７月２日）
・「2009年５月期 第1四半期連結業績概要」のお知らせ （開示日：2008年９月17日）
の「オリジナル商品」について記載の誤りがありましたので訂正いたします。

11.6％0.3 ％ポイント11.7％売 上 高 構 成 比

2,535＋5593,094オリジナル商品数

2007/５期
５月度

前期差
2008/５期

５月度

訂正前

12.0％0.1 ％ポイント12.１％売 上 高 構 成 比

2,535＋5593,094オリジナル商品数

2008/５期
８月度

前期差
2009/５期

８月度

11.6％△0.5 ％ポイント11.1％売 上 高 構 成 比

2,535＋3992,934オリジナル商品数

2007/５期
５月度

前期差
2008/５期

５月度

訂正後

12.0％△0.6 ％ポイント11.4％売 上 高 構 成 比

2,535＋3992,934オリジナル商品数

2008/５期
８月度

前期差
2009/５期

８月度

訂正前 訂正後

《付録》

「2008年5月期連結業績概要」のお知らせ（開示日：2008年７月２日）

「2009年5月期第１四半期連結業績概要」のお知らせ（開示日：2008年９月17日）

45

《付録》

③ 従業員数

418名

（103名）

554名

（106名）

従 業 員 数

外（倉庫内パート・アルバイト）

2008/５期
第２四半期末

2009/５期
第２四半期末

（注） 従業員数は就業人数（当社グループ内への出向者を含めております。）であり、倉庫内パート・
アルバイトは、期間の平均人員を（ ）外数で記載しております。
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△33.3％

+7.4％

△59.5％

2,6491,766ソフトウェア仮勘定（注２）

1314建 設 仮 勘 定 （ 注 ２ ）

3112リ ー ス 契 約 金 額

（単位：百万円）

（参 考）

《付録》

△6.4％

△59.7％

△17.6％

前期比

2008/５期
第２四半期（６ヶ月累計）

2009/５期
第２四半期（６ヶ月累計）科目名

1,6651,559無 形 固 定 資 産

443178有 形 固 定 資 産

2,1091,738【 設 備 投 資 額 】

金 額金 額

④ 設備投資

（注１）設備投資額は発生ベース額にて記載しております、減少分は反映しておりません。
（注２）建設仮勘定およびソフトウェア仮勘定は消費税等を含んでおります。
（注３）2009/５期 第２四半期（６ヶ月累計）における主な設備投資は以下の通りであります。

業務統合システム 701百万円
ソロエル（中堅企業向けモデルの開発他） 454百万円

47

+145△4601,955△6051,8102,415当期純利益

+98△8173,678△9153,5804,495経常利益

+53△8623,603△9153,5504,465営業利益

△1,218+73418,589+1,95319,80717,854販管費

△1,165△12722,192+1,03723,35722,319売上総利益

△1,921+3,14395,936+5,06597,85892,793売上高

(c)-(b)(c)-(a)実績(c)(b)-(a)計画(b)実績(a)

計画差前期差

09/５期
第2四半期

（６ヶ月累計）差

09/５期
第2四半期

（６ヶ月累計）

08/５期
第2四半期

（６ヶ月累計）

（百万円）

（参考）第２四半期（６ヶ月累計） 連結業績
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（ご注意）
この資料には、当社の現在の計画や業績の見通しなどが含まれております。

これら将来の計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに、当社が計画･
予想したものであります。実際の業績などは、今後の様々な条件・要素によりこの
計画などとは異なる場合があり、この資料はその実現を確約したり、保証するもの
ではございません。また、この資料への公認会計士、監査法人の関与はございません。


